
平成２８年度第３回富里市産業振興推進会議議事録 

 

１ 日 時 平成２９年３月２７日（月）午後３時４０分から午後５時１０分 

２ 場 所 富里市役所３階第３会議室 

３ 出席者 本多円佳委員，寒郡茂樹委員，藤﨑綾子委員，田中英之委員 

二川健一郎委員，櫻井優好委員，中山健アドバイザー 

     （事務局）市民経済環境部長，商工観光課長，商工観光課事務局 

      髙須農政課長 

 

〔会議次第〕 

１ 開 会 

２ 会長あいさつ 

３ 議 題 

 (1) 富里市の産業の課題について 

(2) 産業振興に関する事業者及び経済団体ヒアリングの実施について 

(3)その他 

４ その他 

５ 閉 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〔会議概要〕 

１ 開 会 

 （事務局より開会のあいさつ 

  議事録作成のため会議を録音することを説明。市民経済環境部農政課髙 

須課長の出席を報告。） 

２ 会長あいさつ 

  （会長あいさつ） 

 

事務局  本日の会議の定数の報告をした。過半数以上の委員の出席があるの 

で，富里市産業振興推進会議の運営に関する要綱第３条第２項の規定 

により会議は成立している。本日の欠席している委員の報告をした。

会議は，富里市産業振興推進会議の運営に関する要綱第３条第１項の

規定により会長が議長を務める。 

 

議 長  本日は傍聴人はおられますか。 

     （傍聴人なし） 

議 長  会議を再開します。 

     議題(1) 富里市の産業の課題について 

 

事務局  議題(1)についてでございますが，過去２回開催しました産業振興推 

進会議での委員の皆様からのご意見と，３月３日に千葉県経済政策課 

と富里市，富里市商工会と合同で開催しました地域勉強会での事業者 

の方のご意見を整理しました。１ページ目からですが農業と，商工業， 

全体共通事項と３つに分けて，それぞれの強み，弱み，それに対する 

考えられる対策や意見を記載しました。 

 （資料により説明） 

 

議 長  ただいま，事務局から説明がありましたが，ご意見とかご質問ござ 

いますか。 

では，私の方から，商工業になるのか，馬の方の，軽種馬協会もあ 

りますし，乗馬クラブ等もありますけども，その部分は強みだと思い 

ますが。前回は話が出なかったですかね。できれば入れておいた方が 

いいと思いますが，いかがでしょうか。 



事務局  ３ページ目の全体共通事項として，空港，馬，すいか，にんじん， 

国際化とまとめて載せてはおりますが，商工業のところに馬，牧場に 

ついて別途載せたいと思います。 

 

議 長  Ｂ委員いかがですか。 

 

Ｂ委員  これに過不足があるかどうか，今ここでは難しいんですが，また， 

議論していく中で適宜付け加えたりすることが許されるという認識で 

よろしいでしょうか。 

 

議 長  そういう形で良い訳ですよね。 

     よろしければ，次の産業振興に関する事業者及び経済団体ヒアリン 

グの実施について，事務局から説明をお願いします。 

 

事務局  資料の４ページをご覧ください。 

     業種別に農業，商業・サービス業，工業と，他自治体の事例を参考 

に調査票を作成しました。 

     本日，皆様にお示ししたばかりですが，調査票の内容について，ご 

意見をいただきたいと思います。 

     また，配布方法，回収方法につきましても，ご意見をいただければ 

と思います。事務局では直接調査票を元に事業者様にお尋ねすること 

も考えておりますが，委員の皆様から良い方法があれば教えていただ 

ければと思います。 

調査時期につきましては，ご意見をいただき，４月から取り掛かり 

たいと思います。 

  

議 長  では，時間がかかるかもしれませんが，内容についてもご説明をし 

ていただいたほうが良いのではないですか。 

 

事務局  では，４ページの産業振興に関するアンケート調査（農業者向け） 

をご覧ください。調査内容については５ページからになります。（資料 

により説明） 

 



会 長  農業のほうでこれだけの項目が出ましたが，今日，根本組合長がい 

らっしゃいませんが，売上高の構成がこれでいいのかどうか，ご意見 

とかどうですか。 

 

Ａ委員  この年収を含めて，農業センサスとのバランスですが，これで出来 

ていましたか。出来ればセンサスと同じようにした方が読み取りやす 

いと思います。 

 

事務局  農業センサスの基準を参考にして項目を立てさせていただきます。 

 

Ｅ委員  概ね良いと思いますが，私の希望としては，最近作付面積について 

統計調査をしていないと思います。何の作物がどれだけの面積で作ら 

れているのか，最近取られていないと思うので，統計を取ってもらう 

事はできますか。今回は厳しいものなんでしょうか，お伺いします。 

 

事務局  作付面積の統計ですが，過去にやられたことはありますか。もし調 

査項目を教えていただければそれに合わせて，また，過去と変更点が 

あれば，せっかくの機会ですのでやらせていただければと思います。 

 

事務局  最近，種目別，生産物別に統計が取られているところもありますの 

で，もう一度整理して，いずれにしろこの機会に調査が出来るように 

したいと思います。 

 

アドバイザー 

  これは無記名のアンケートということになっていますが，８ページ 

の上段にお住まいは，とあります。非常に細かい形で取っていると， 

無記名とはいえ個票ベースで見ると，特定されてしまう可能性があり 

ます。７ページの下段にも性別，年齢がありますので，これはあの人 

が書いたと，特定される恐れがあります。地域をもう少し大きめにす 

るのかどうか。自分が特定されることを気にする方もいらっしゃるの 

で，その辺の兼ね合いをお考えになっていただければ良いと思います。 

 

事務局  括りをもう少し見直してみたいと考えます。大字等で変更させてい 



ただくように検討します。そうしますと，１５前後になろうかと思い 

ますので，選択肢が狭まります一方，答えた方の特定が難しくなるの 

ではないか思いますので，そういう方向で検討させていただきます。 

 

Ｊ委員  農業について詳しくはありませんが，農業に従事している男性の 

方々何名かに，こういうことを含めて問題点あればと，お話した中で， 

私達が前回の会議で話したようにすいかが，これだけ第２位になれる 

のに後継者がいないために，それが下がっていくことがあれば，大変 

もったいないことで，市外からもすいかをやってくれる従事者を増や 

していくことも考えられるのではないか話をしました。 

従事している方からは，問題はそこではなくて，すいかをやってい 

くにしても，収益が上がらない現状があるので，子供に継がせたくな 

いんだとか，あとはすいかをやめて，みんなにんじんに流れちゃうん 

だよと，現場の人達は同調されていたんですね。だから，ここのアン 

ケートに関しては，今やっているすいかだったらすいか，にんじんだ 

ったらにんじんを，そのままやっていくであろうという前提でしか捉 

えることが出来ないと思いますが，すいかから他に変えたいと思って 

いる方達もいるということが伺えたので，例えば後継者，農業をやめ 

るならば必要ないということになるのでしょうけど。ずっと農業をや 

ってもらえるかどうかというのも一つ問題点としてあるのかなと。す 

いかをやめてにんじんに変えるところもあるようですが，それをどこ 

でどう拾っていけるか分からないのですが，実際あるのでしょうか。 

 

議 長  作物を転換したいですか，という質問にするのか，後継者について 

も。 

 

Ｅ委員  どれだけいるかってことですか。 

 

Ｊ委員  そういう人がいるということが分からなかったので。そういうこと 

    を知る必要があれば，作物の転換を考えているということも意思とし 

てアンケートに入れてもいいのかなと。現状はすいかから変わるとい 

うことは多いんですか。にんじんとかに。 

 



Ｅ委員  実際にすいかは重労働で手間もかかりますし，それほど儲からない， 

儲かる作物ではないとよく言っているので，その時期ですと春にんじ 

んとかになったりしています。 

 

事務局  前回の会議の中でも，根本組合長が言っていた内容に一部当てはま 

るかと思いますが，調査の全項目を全員の方に，農業者の方に質問を 

取るとなると，対象でない方からのご意見等がないという形で集約し 

てしまうことになってしまいますので，できれば，聞き取りを行いた 

いと考えます。事実上，作物の転換等につきましては，歴史ある富里 

の農業の中でも推移してきている作物の現状というのもありますので， 

そういった背景というものをこちらからお話しながら，直接的にお話 

を伺いながら，意見を集約していければと考えますがいかがでしょう 

か。 

 

Ｊ委員  それでよろしいかと思います。 

 

議 長  千葉県の農業生産が第２位から第４位になったという話がありまし 

て，茨城と比べると圧倒的に人手不足であると。その人手不足の内容 

については，特に茨城については外国人労働者の割合が高いという話 

がありますけども，これ誘導してしまうことになるかもしれませんが， 

人手不足という部分が出た場合に，外国人労働者を積極的に受け入れ 

るという希望が多いのか必要ないのかというのは取っておいてもいい 

のかなと思います。これは非常にちょっとセンシティブな問題でしょ 

うか。 

 

農政課長  富里の農業におきましても，高齢化と人手不足ということは盛んに 

言われていますし，国も今，外国人の方の人手を使ってということは 

机上に上っているところでございます。今の形では，外国人の雇用と 

いうことは認められずに，研修生という位置付けのものとして雇って 

働いているというのが現状でございますが，先程も申し上げましたよ 

うに，国としても外国人の方をそのまま雇用として使えるようにとの 

動きはあるようですので，その辺を見極めてまいりたいと思います。 

 



Ｂ委員  意見というより質問ですが，このアンケート調査である程度ざっく 

りとした傾向がつかめると思いますが，例えば，問１５の本市で農業 

を行って問題と思う点は何ですか，ということを聞いたときに，人手 

の確保がしにくいとか，後継者が確保できないに多くまるが付いてき 

たとして，そこから少し掘り下げて，人手が確保しにくいボトルネッ 

クは何なのかとか，後継者の確保ができないその背景はなんだろうか 

と，聞きたい場合，どういう手法を使って掘り下げていくことになる 

のですか。 

このアンケート調査は無記名とすることで数をそれなりに集めたい 

という趣旨だと思いますが。 

この会議で掘り下げていくことも一つのやり方だと思いますが，そ 

の辺の考え方をお伺いします。 

 

事務局  先程，一部で聞き取りをさせていただくとお答えした部分がありま 

すが，こちらは調査前に，或いは調査と同時に出来ますが，分析とい 

う行為になると思いますので，これにつきましては，ワーキンググル 

ープ等に，実際に農業の現場の方をお招きして，過日，商工業で行い 

ました，ヒアリングと同様な方法で，そのときに人手の確保がしにく 

いという方がその場におられるかどうかが，疑問がありますが，農業 

者の声を聞かせてもらう機会を持つ以外はないと考えますので，アン 

ケートもしくは調査終了後，農政課と協調しながら進めさせていただ 

ければと考えます。 

 

Ａ委員  付け加えてお尋ねしたいのは，私も従前，一昔前くらいに農業関係 

    に対する，生産者に対するアンケートをきちんとやってくださいとお 

願いしたことがありました。なぜ，それに踏み込めないかというと， 

正直，農協の組合長さんがいても申し上げますが，例えば設備投資す 

るにあたって，どこどこのところに行けば農協さんより安く買えると 

か，いろんなジレンマの中で農業の生産者の方はやっているわけです。 

質問して返ってくる深々とした答えの中には，非常に農協さんに関連 

する複雑な問題が絡んでくるから，我々がお願いしたときに感じるア 

ンケートというとなかなか出しづらい。協力を求めても，それが実行 

されていないというのが今日の姿です。だから，本来ならば，これは 



これでざっくりした形でいいですが，農業も生産者が収益を向上させ 

て生活ができるのであれば，すいかだって何だってやりますよ。とこ 

ろが，マーケットに出しても生産能力に対してのプレミアムがあまり 

ないから，後継者不足という括り，パッケージの中で括られている。 

私はそんなことはないと思います。残念ながら，すいかは，もう十数 

年前から十分の一まで作付けが落ちてきている。逆ににんじんが１０ 

倍以上増えてきている。その現状というものをしっかり精査して，ま 

さに第一次産業者としての価値観を改めて検証していかないと，農業 

が富里市の基幹産業であるということが，本当に薄れてきてしまう。 

都市計画が出来ないという前提条件に立つならば，８割以上が純農地 

であるということに対して，もうちょっと関係機関が，真剣に真摯に 

勉強していくべきところに来ていると思います。遅いくらいだと思い 

ます。農業者に対するアンケートを取るなら，また別の角度でやるの 

も一つだと思います。 

作付けの話は平成１７年の農業センサスを後にして，ほとんどなく 

なってきて，だけど，平成２３年か２４年頃の調査があります。平成 

の初めのところから作付けの状態というのは把握できるわけです。そ 

れを是非，アンケートとは別の形で，資料を提出していただいて委員 

の皆さんに実態把握をしていただく必要があると思います。是非お願 

いします。 

 

事務局  今のご意見を踏まえた上で，ただ，アンケートの基本的なスタンス 

についてはご理解いただいているところだと思います。アンケートの 

結果から掘り下げるべきところ，今，いろいろとお話が出ていた項目 

がございますので，それらについては，農協さんが団体としては中心 

ですが，その他にも農業法人など団体がございます。そういうところ 

に，均等に掘り下げるべき課題についてディスカッションをする場を， 

その後に設けて聞き取りをしたいと思いますが，よろしいでしょうか。 

 それではそのように進めさせていただきます。今お話があったとお 

り，富里はスイカという農産物が売りであったわけですが，現状は， 

にんじんの拡大と生産現場における農業機械の導入で，やりやすいも 

のがやはり流行ってきて，労力がかかるスイカなどの生産については 

やはり減少傾向にあります。これは高齢化や人手不足によるものと， 



農家さんの体力的なところから来て，そういう方向にあるのは否めな 

いところでございます。私の立場で言いますと，農政も預るところで 

ございますが，今目指すところについては，すいかの機械化が出来る 

ところがあるのかどうか。ちょっと難しいようですが。それとブラン 

ド化ですね。これは富里スイカという知名度もありますので，これを 

裏打ちしていく個別，固体の価値の増加を図るようなことを今考えて 

いるところでございます。他方，にんじんなどの作りやすい作物で最 

近は安定してきている。買取りについても，安定してきているという 

ことも聞いておりますので，それぞれ増やすべきもの減らさざるべき 

ものに対する項目を絞って，ヒアリングをしたいと考えております。 

 

事務局  では次に１０ページをお願いします。（商業・サービス業者向けアン 

ケート項目について説明） 

 

議 長  では，私から，まず経済センサス等もありますが，もうちょっと実 

態を把握するための資本金とか，従業員数とか，売り上げも，６番の 

１億円以上でざっくりでいいのか。今，データできっちりと持ってい 

ないのですが，富里の商工業の中でサービス業が，全体の６割から７ 

割を占めているはずです。そうすると販売の形態だとか，これだと商 

業に近いので，実態としてはどうなのかなと思いました。サービス業 

等の実態をこれだと把握しづらいという気もしますが，その辺を是正 

したほうがいいと思います。 

 

事務局  今ご指摘いただきましたサービス業を含めて業態の分類については 

商工会さんと相談，確認して調整させていただきます。 

 

議 長  もう少しいいですか。いろいろ言って申し訳ないですが，特に戦略 

的なといいますか，そのサポートに関して，例えば地域の中で２０億， 

３０億或いは１００億を超える企業，地域の中核となる企業に対する 

サポートの仕方と，売り上げが１億もいっていないような本当に小規 

模な企業に対するサポートの仕方は，たぶんかなり違うと思います。 

それをきっちり見極めるためにも，ちょっと細かい部分を２０検体， 

３０検体ヒアリングして，これにアンケートに則らない形でやるので 



したらそれは又別だと思いますけど。 

 

Ａ委員  １億円の資本金が，たしか１５０社か１８０社くらいだと思います 

が，このアンケートに関してはそういう企業を対象にする必要はない 

ので，もっと低いところでやらないと。実際１億円以上の売り上げと 

いったら会長のところぐらいかもしれないし。該当の多い部分を対象 

にして欲しいです。 

 

アドバイザー 

  １４ページに業種は出ていますが，卸し，小売，サービスとあって， 

一般に卸しは，売上高は高いです。手数料収入に頼っていますから。 

本当は利益を聞くのが一番いいのでしょうが，なかなかそこには踏み 

切れない。ちょっと工夫が必要だろうと思います。設問全体が，ほぼ 

小売業を対象とした内容になっておりまして，先程会長がおっしゃっ 

たようなサービス業と卸しもあると思いますので，そこも意識してい 

ただいて修正が必要ではないかと思います。 

 

事務局  郵送等で画一的に行うというのも一つの手立てだと思いますが，回 

収される数等について，若干過去の実績からも疑念がありますところ 

から，できれば職員がお伺いする，若しくは商工会さんの力を借りて， 

個々に調査票を渡して，国調のような形でやらせていただくのが一番 

集めやすいのではないかと考えております。先程農業のときと同じよ 

うに，もし直接お話をお伺いする機会が調査の際にあれば，そのとき 

にこちらで出ていますいろいろなご意見の中から，いくつか問題の集 

約としてこういう意見が会議で出ているけども，というインタビュー 

を織り交ぜながら，やらせてもらえればと考えております。今のとこ 

ろは職員で対応，若しくは商工会さんとタイアップをさせていただい 

て，計画していきたいと考えております。 

 

Ａ委員  そういう形になると，問３にしても１０人未満から１００人以上と 

いう形で中小企業，零細企業となると１０人未満のところがほとんど 

多いわけですから，ターゲットとして，偏ると１００人以上の６にま 

るをするところはない形になる。或いは１億円以上のところにいかな 



いという偏りが出てしまう。その辺の選択する範囲によっては番号に 

無理が出てくると思いますが，その辺はどんなお考えなのか，お尋ね 

します。 

 

事務局  調査項目について，ご指摘のとおり，富里市の実情若しくは検体の 

    実情に合わないようであれば，例えば，これ以上という設定をもう少 

し低くめに考えるとかしながら，それぞれ括りを検討させていただい 

て，項目を少し限定的になりますが，一つ上に，以上というところを 

持っていく，ということがもし適当ならば，そのようにしていきたい 

と考えますが，こちらは商業の調査でございますので，商工会さんに 

ご意見を伺った上で設定を変えさせていただくように検討します。 

 

アドバイザー 

  売上高，来店客数とかありますが，来店客数で結構設問を取っては 

いますけども，均した形でどうなのかという感じでもいいでしょう。 

それとやはり，利益部分を何とか聞きたいと思いますが，黒字なのか 

赤字なのか。商工金融が以前行った調査では選択肢３つです。黒字で 

ある，それから収支とんとん，赤字であると，その位でしたら，まる 

を付けてくれるのではないかと思います。金額を聞かないのであれば。 

 

Ｊ委員  来店客数というところがすごくクローズアップされていますが，対 

面販売している商売だとこれでいいのかもしれませんが，私がざっと 

経営者の顔を浮かべたときに，お客さんが来店して売り上げに繋げて 

いるお店は，すごく限られていると思います。私もネットとか通販的 

なことが多いので，実際の来店者数というとまた売り上げと全く違う 

数字になります。これはもちろん来店だけの売上高ではないので，こ 

のアンケートだと，わりと消費者がどのように平日，お買い物するの 

か，土日には出かけて買うのか，というところの設問のように感じま 

した。それで，売上高も実際，職種によっては仕入れ値とか，経費自 

体も変わってくるので，その利益の部分が見えない。もしかしたら売 

り上げはすごくあるけど，経費がすごくかかるので，経営としては苦 

しいというような現状が見えないなと感じました。６割ぐらい販売， 

サービス業だとしても，やはり販売方法が違うと，来店客数で一概に， 



繁盛しているのか，していないのかは分からないのではないかと感じ 

ました。 

 

事務局  問３にございます，来店客数につきましては，来店客数という表現 

から別な表現に変えさせていただく，例えば顧客数もしくはクライア 

ント数等の表現を使わせていただくよう検討させていただくことでい 

かがでしょうか。 

 

Ｊ委員  何が適当なのかは，今分からないんですが，来店でも良いお店があ 

れば契約数のところもありますので，そこを少し適当な文言を考えた 

ら良いのではないかと思いました。 

 

議 長  今，業態がいろいろあるので，それも業態に分類できないものもた 

くさんあるので，来店者数を聞いても良いでしょうがあまり意味がな 

いのかなと感じています。やはり最終的には，どれくらいの規模の人 

達がどういうことを困っているから，こういうことをしてあげるとい 

うのが基本になると思いますので。実際その分類をするについては， 

Ｂ委員，現状の中で小規模企業白書とか中小企業白書とか，あと経 

済センサスからある程度のデータは出るのではないですか。 

 

アドバイザー 

  規模は大体，従業員数か資本金どちらかですよね。 

 

Ｂ委員  もう一回よく商工会の方と相談して，一度シミュレーションされた 

ら良いと思います。答えやすさとか，設問の数が適当か。そういった 

ものは，また改めて商工会の方と相談するということですから，是非 

シミュレーションしてみて，ご検討いただければ良いと思います。 

商工会さんに相談するときに，一つ補足していただければと思うの 

が，例えば問５のホームページを保有していますかと設問があります 

が，保有している，していないと聞いた後に，国の調査ですと，保有 

していない理由を最低一つ聞いています。例えば，ホームページを保 

有してないと回答した人にお尋ねします，保有していない理由は何で 

すかときいて，ホームページを作る人材がいないとか，必要ないと思 



っているとか，そこまで聞いています。それ以上掘り下げていくと， 

ヒアリングをすればいいとか，設問の数が多すぎて回答の意欲が薄れ 

る，という問題も出てくると思いますが，せっかくアンケートをやる 

ので，最低ここまでは聞きたいと私が担当者だったらそう考えます。 

その辺も商工会さんとご相談するときの，相談事項に入れていただき 

たいという意見でございます。 

 

Ｃ委員  農家さんですとか，商工業，サービス業それから大まかに工業，大 

型店向けのという形のアンケートだと思いますが，この数字自体を全 

体で把握ができているのかどうなのかというのがまず一つ。それにつ 

いて，たぶん市だと数字の部分の管理というか，見えていると思いま 

すし，それを数字にして出すと問題があると思うので，パーセンテー 

ジで出していただくとか。それで後は，このアンケートでさっきおっ 

しゃった，何をしたいのかという趣旨，１０名以下とか例えば３０名 

以下のところの支援をしましょうというのか，もっと大型店を増やし 

て税収の収入にしましょうとか，どういうふうにしていくのか，全体 

像とかそういうものがあるとそこに向かえると思います。 

例えば農業ですと，高齢化が進んでいるという話がありますが，先 

日，君津のアグリアドバンスさんという，水耕栽培をやられているの 

ですが興味があって，お金をかけたら出来るのかなと思ってちょっと 

行ってみました。やはり２，３千坪の敷地で坪１０万円くらいのお金 

をかければ出来る，後はノウハウがないと出来ません。そうすること 

によって，さっきの農業のところに出てた，天候に左右されるという 

ところがまずクリアできますし，働く方たちもやはりハウスの中なの 

で仕事はしやすい。ただ，商品としては３割，４割高い商品になるの 

で，それを露地物と一緒に売っていくためにどうするかと努力はされ 

ているようです。そのようなことを，富里でもやったらどうなのかな 

と思って見に行きましたが，なかなかそれは，お金を出してやる人が 

いないと出来ないのかなとは思います。何を趣旨でやるかというのを 

まず明確にした上でやっていったら良いと思います。 

 

議 長  工業のほうも引き続き説明をお願いします。 

 



事務局  では次に１６ページをお願いします。（工業者向けアンケート項目に 

ついて説明） 

 

事務局  農業から３つのアンケートパターンを，ご覧いただいたところでご 

ざいます。頂戴しました意見を参考に，再度調査票を調製させていた 

だきまして，もし可能であれば，皆様お忙しいところお集まりいただ 

いて，またご覧いただいてとなりますと若干時間にも問題が出てくる 

ところでございますので，事務局で修正させていただいたものを皆様 

にお送りするなどしてご覧いただいて，ご承認をいただければと考え 

ておりますが，ご検討いただければと思います。よろしくお願いいた 

します。 

 

Ａ委員  一点だけちょっと，資本金一億円以上の人は市中小企業の制度融資 

は使えますか。 

 

事務局  ただ今，確認いたします。 

 

農政課長  農政課から，先程Ｅ委員からお話があった作付けの件ですが，農林 

業センサスが平成２７年度に精度を上げたということで，すいかを例 

に取りますと，すいかは野菜等で分類されていました。２７年度から 

すいかについてはすいかという項目で面積が載っております。当然に 

んじんとか落花生の作付面積も載っております。前回の会議の資料の 

中に入っておりますのでご確認をお願いできればと思います。 

先程申し上げましたが，富里が２位だという話でしたが，確認を取 

る方法が今までありませんでした。植木町が一番ということでしたが， 

２７年度につきましては植木町さんと実際比べることが出来ますし， 

尾花沢とかすいかの産地がいろいろございますので，面積を比べるこ 

とは可能になっております。 

 

Ｂ委員  その他ということで，今日はせっかくですから，事務局からも依頼 

されている事項が一つございます。前回のこの会議で，富里の中小企 

業の方と意見交換をしませんかとご提案をさせていただきました。そ 

して，県と市の事務局の方々と一緒に，先般，寒郡会長にも入ってい 



ただいて意見交換会をしました。そのときの様子を若干説明させてい 

ただきたいと思います。 

中小企業の現状と課題というところで，やはり後継者対策の問題が 

出て，息子に，娘に継がせるという時代ではもうなくなってきている。 

大体８割くらいの方が承継に，適当な親族の方がいらっしゃらない， 

そうした状況もあるなかで，じゃあどうしようかというのは，当然こ 

れからの課題になっていくだろうという話が出ました。 

当日の参加者の方で一人，逆に事業承継がうまくいった方がおられ 

ました。親御さんから継ぎましたが，第三者が間に入ることで，うま 

くいったと話をされていました。その第三者は税理士の方だったよう 

です。税理士に中に入っていただいて，一緒に事業承継の計画を作っ 

て，それで進めて比較的スムーズに行ったということです。県も国も 

事業承継の課題については積極的に中に入って，その税理士の方と同 

じように，支援機関も一緒になって事業承継を計画的にやっていくよ 

うな支援ができないかということが大きな流れにもなっております。 

ただ，事業承継でもパターンがいくつかありまして，難しいもので 

あれば，Ｍ＆Ａをどうするかといったものもあります。そうした比 

較的専門的な課題で中に入るということに関しては，昨年から千葉市 

に事業引継ぎ支援センターという専門家が配置された支援機関ができ 

ております。他方，日頃の，誰に継がせようかよくわからないけど， 

ちょっとした相談に乗ってもらいたいというのであれば，商工会がか 

かりつけ医的に相談に乗っていると思います。ただ，商工会の経営指 

導員がみんなＭ＆Ａのことに詳しいかというと必ずしもそうではない 

ので，やはり，地域の商工会と千葉の事業引継ぎセンターとの連携， 

あと税理士とかそういった皆さんと商工会とセンターや商工会との連 

携をどうするのか。事業引継ぎに関連する様々な機関の連携体制につ 

いては，県としても考えなくてはいけないなと，そういう認識で当日 

帰って来ました。 

あと，富里らしい事例で，産業振興ビジョンの中に入れ込めていけ 

る切り口かなと思ったのが，学校給食の調理をずっとやっていた方が， 

お弁当屋さんですか，惣菜屋さんですか創業をされた話です。その方 

は地元の農産品を使ってなんとか，学校給食に出せるように出来ない 

かなと，考えていることをお伺いして，これを支援できたらおもしろ 



いなと思いました。 

関連した事例を紹介させていただきたいのですが，こうした動きと 

いうのは，実は県内の他の場所でも起こっていて，勝浦市，横芝光町 

でも同じ様な取組みを始めています。例えば勝浦市さんですが，あそ 

こはカツオの漁が盛んで，カツオと一緒にマヒマヒという魚が捕れる 

のですが，今まではすぐに捨てていました。なぜかというとすぐ血抜 

きをしないと身が固まっておいしくなくなる。そこで地域づくりをし 

ている若い人たちが漁師さんと連携して，捕ったらすぐにその場で血 

抜きをしていただく，それを陸に上げて加工してマヒマヒ丼とかマヒ 

マヒソテーの形にして売り出していこうという，そんな動きをしてい 

ます。それを勝浦の小学校の給食に実際に出しているのですが，これ 

は目的がいくつかあります。一つは，子供たちに地域にこんな取り組 

みをしている企業があるとか，大人たちがいるということを知ってい 

ただくというキャリア教育を通じて，自分の住む地域に対する理解を 

深めてもらう。地域への理解が将来の就職の選択肢として地元を考え 

る，ということに繋がるかもしれません。 

そのようなことを振興ビジョンの中に入れ込んでいくことが出来れ 

ばいいのかなと思いました。以上のような話が出たということをご紹 

介させていただきました。 

 

事務局  先程，ご質問がありました資本金１億円以上は融資の対象になるか 

というご質問ですが，ただいま資料をお配りしましたが，製造業のと 

ころが該当いたします。 

貴重な意見をたくさんいただきましてありがとうございました。ア 

ンケート用紙等につきましては，もう一度検討させていただいた結果 

を皆様に個別にお知らせするということで，ご了承していただければ 

と考えますのでよろしくお願いいたします。 

皆様，他に何かございますか。 

 

Ａ委員  今日，Ｄ委員が欠席していますが，いろいろと考えが，提案がある 

ようでして，また個別に伺いたいといった話がありましたのでそれだ 

けお伝えしておきます。 

 



事務局  会議中でしたが，Ｄ委員から連絡いただきまして，急用でこちらに 

お越しいただけないということでした。また，ただ今，Ａ委員からい 

ただいたお話につきましては，事務局で承りたいと考えます。 

長い間，又会議開始が遅れましたことをお詫びいたします。 

以上を持ちまして，第３回富里市産業振興推進会議を終了させてい 

ただきます。ありがとうございました。 


